
まえがき＝各種港湾工事においては，近年，クレーン作
業となる防波堤工事に使われるケ な１消波ブばック
が大型化傾向にあり，また重愈 だけでなく軽愈 でも
迅速かつ精度良く安全に作業を行え† う，大きな巻上
ライなプルで速いフック速度１操作性の改閃 ₇甜ぴ
頮 操作が と作れてきてい†9作ザに，縄ケッ鍍作
業３は 速撒掠巻寍赫と 工精度の向裳な詣が まれ∵ 新たに盛込んだ制御技術の概要

1．1　高ラインプル・高速の巻上油圧駆動
　従来，バケット直巻 25t クラス以上の能力を有するク

レーン・グラブ兼用機では機械式（モジュレートクラッ
チ付トルクコンバータ）巻上駆動方式が使用されてお
り，巻上操作性（微速・微量操作性，軽荷重操作性，応

向 上 さ せ ， 重 量 物 か ら 軽 量 物 ま で の 作 業 を ス ピ ー デ ィ に
施 工 で き る よ う に し た 。
1．2　電気・油圧制御による多機能な作業

1．2．1　主巻，補巻フックの同期巻上／巻下制御

　ロープ掛数，ドラム層数が異なっていても自動的に両
フックの巻上／巻下速度を同じとする同期制御により，
主補巻同時運転作業を安全に，スピーディにできるよう
にした。
1．2．2　鉛直地切・水平引込制御

　鉛直地切制御は，巻上レバーのみの操作でブーム起伏
動作も自動的に行い，地切りに伴う吊荷の作業半径方向
の移動を抑えるように，また水平引込制御はブーム起伏
レバーのみの操作で吊荷の巻上／巻下動作も自動的に行
い，岸壁か甲板に対する吊荷高さを一定に保つととも
に，作業船に固有な台船動揺の発生を抑えるようにし
た。なお，水平引込制御は主巻単独か補巻単独使用時の
ほか，両者同時使用時にも対応できるものとした。これ
らの詳細については 2章以降で説明する。
1．2．3　バケット作業水平掘削

　バケット閉じ中にバケットを自動的に巻上，巻下制御
することによりバケット刃先軌跡を水平とし，掘削仕上
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